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研究成果の概要（和文）：観光産業と開発援助が一体化し「自然保護」「文化保全」「貧困削減」など達成すべ
き目的を掲げた「プロジェクト」として進められる観光の新潮流を「プロジェクト型観光」と概念化した。そし
て、「プロジェクト型観光」によって①かつてないほどに多様なアクターが地域社会に関与するようになり、自
然や文化が観光資源とみなされるようになること、②アフリカの少数民族社会をめぐって社会的境界が維持・転
換・再創造されること、③一方で、少数民族社会の周辺的地位の固定化や、社会内部の分断が起きることもある
ことが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：The new trend of African tourism in which the tourism industry and 
development program are integrated and promoted as a ‘project’ with objectives such as ‘nature 
conservation’, ‘cultural preservation’ and ‘poverty reduction’ is conceptualised as ‘
project-style tourism’. It has become clear that ‘project-style tourism’ (i) involves an 
unprecedentedly diverse range of actors in local communities and that nature and culture are 
regarded as tourism resources; (ii) maintains, transforms and re-creates social boundaries around 
minority ethnic communities; and (iii) on the other hand, fixes the peripheral status of minority 
ethnic communities and fragments within the societies.

研究分野： 地域研究
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研究成果の学術的意義や社会的意義
観光産業と開発支援の複合というアフリカの新潮流を、「プロジェクト型観光」という概念を用いることで包括
にとらえることに成功し、その進行が少数民族社会にもたらす正負のインパクトを地域の文脈に即して明らかに
することができた。この成果を、アフリカ地域研究や観光学の分野に新たな知見をもたらすとともに、日本やア
フリカにおける観光や地域開発に携わる人々・組織とも共有することができた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
１．研究開始当初の背景  
世界観光機構が、2002 年の「持続可能な開発に関する世界首脳会議」を契機に「観光開発

を通じた貧困削減プロジェクト」を開始して以降、いわゆる発展途上国の住民を積極的に観光
に参加させることによって、地域の社会経済状況が改善するという考え方がグローバルに普及
するようになった。観光客の側にも、ホストとなる地域社会の人々との交流や学習を求める
「ニュー･ツーリズム」の潮流のなかで、物見遊山的に見物するだけでなく、観光をとおして
ホスト社会の問題解決のために貢献したいと考える人が増加している。いまや観光には、単に
観光客にとっての「楽しみ」を提供する産業という枠を超え、これまで開発プロジェクトが担
ってきたような「自然保護」「文化保全」「貧困削減」「教育支援」「紛争解決」「女性の地位向
上」などを実現するための「手段」となることも期待されるようになった。このタイプの観光
は、プロプアー・ツーリズム、エコ・ツーリズム、カルチュラル・ツーリズムなどの名前で知
られる観光形態が複合的に組み合わさり、達成すべき目的を掲げた「プロジェクト」として進
められる。本研究では、この新しいタイプの開発のための観光を「プロジェクト型観光」とよ
ぶ。 
「プロジェクト型観光」に寄せる期待は、ミレニアム開発目標の達成が芳しくなく、新たな

開発手法が模索されるアフリカで特に高まっている。従来、アフリカの観光は、外国資本の企
業による野生動物観光が主で、その地域に暮らす人々は鑑賞用に囲われた「自然」から排除さ
れるか、「自然」の一部として鑑賞対象になるに過ぎなかった。ところが、研究代表者・分担
者らが進めてきたこれまでの研究からは、今日のアフリカでは、とくに「辺境」と呼ばれる地
域の少数民族こそ、観光への参加が目覚ましいことが見いだされた。とはいえ、政情不安や感
染症流行などによって観光動向は変化しやすいため、観光は収入源としては不安定で、得られ
る利益にも限界がある。したがって少数民族は旧来の農耕・牧畜・狩猟採集といった主生業を
手放さずに、観光とは常に＜接続／離脱／再接続＞できるような柔軟なかかわり方をすること
が重要な方策になっている。一方「プロジェクト型観光」は世界的に高まる「ビジネス・ポテ
ンシャル」としてのアフリカへの強い関心を背景に、多様なアクターが関与し、急ピッチで事
業を展開しはじめている。そのなかで、観光便益を受けるメンバーシップや役割の固定化、モ
ニタリングの強化、時限の明確化など、従来の観光にはなかったいくつかの特徴が表出しはじ
めている。この特徴は＜接続／離脱／再接続＞が担保された観光との柔軟なかかわり方を阻害
する可能性があり、少数民族をとりまく社会関係全体にかつてない複雑なダイナミズムを生み
出すことが予想される。 
「プロジェクト型観光」という最新の潮流をいちはやくとらえ、その包括的理解をすすめる

には、旧来の観光研究や開発研究では十分とはいえない。 観光を扱う研究の多くは観光客の
経験に焦点を当てており、今日のアフリカ観光が、「観光客（ゲスト）」のためのものから「地
域社会（ホスト）」のためのものへと変化し、関与するアクターが極めて多様化している現状
は把握しえない。一方で「プロジェクト型観光」は、新自由主義的な価値観に支えられ、ビジ
ネスを通じた問題解決を指向するという開発分野の新潮流に位置付けられるが、この潮流に関
する研究は、現在のところ、政策的・実践的指向の強いものに限られ、これにより地域社会が
どのように再編されるのかについて、ミクロな視点から検証した研究はほとんど行われていな
い。地域社会と観光現象、開発現象のあいだの複雑なダイナミズムを理解するには、「プロジ
ェクト型観光」という新たな概念を用い、観光産業の枠組みを超えた地域研究の立場からアプ
ローチすることが望まれる。 
 

２．研究の目的 
本研究は、「プロジェクト型観光」を包括的に理解し、これが地域社会のなかでもっとも周

辺化されてきた少数民族が直面している問題の解決にいかに寄与し、一方で新たな問題や矛盾
を生じさせているのかを、アフリカの複数地域の比較検討によって明らかにすることを目的と
し、以下の 3 つの課題を設定した。 
課題① 「プロジェクト型観光」の多様性の解明：少数民族がかかわる「プロジェクト型観

光」の実態と多様性を解明するために、実施主体、プロジェクトの目的と内容、運営形態、関
与するアクターとその役割などに着目して整理、分析する。 
課題② 「プロジェクト型観光」と地域社会再編のダイナミズムの解明：課題①で明らかに

なった「プロジェクト型観光」が少数民族社会に導入される過程で、観光業に携わらない人々
を含めた広い地域社会の文脈のなかで、いかなるかたちで社会関係が再編され、社会的境界の
維持・転換・再創造がなされているのかを、（a）世代間関係（b）ジェンダー間関係（c）階層
化／階層間関係（d）民族間関係に着目しながら、具体的に明らかにする。 
課題③ 「プロジェクト型観光」をめぐるアクター間ポリティクスの解明：課題①と②をふ

まえて、多様なアクター間のポリティクスを解明する。具体的には（a）少数民族による「プ
ロジェクト型観光」への対応（b）複数の「プロジェクト型観光」間の関係（c）「プロジェク
ト型観光」と観光以外の方法で地域の問題解決を目指すアクターとの関係に焦点をあてる。 
  



３．研究の方法 
観光を総合的に捉えるためには学際的アプローチが生産的であるとの指摘があるが、本研究

では、すでにそれぞれの地域で長期にわたる研究実績があり、少数民族社会の政治・経済・文
化・歴史などの文脈を十分に理解し学際的研究を進めている地域研究者を配置した。「プロジ
ェクト型観光」が計画・実施されている５つの国（ボツワナ、ケニア、タンザニア、エチオピ
ア、ガボン）の少数民族（サン、ハッザ、イコマ、マサイ、サンブル、ムルシ、アリ、プヌ、
ブングなど）を対象とした。各調査対象に精通した地域研究者が、これまでの調査研究の経験
と成果を生かして、少数民族の生活域および「プロジェクト型観光」の現場で滞在型の調査を
行うとともに、観光政策や産業動向などの資料も収集、分析した。 
また研究代表者が主導し、国内外で定期的に研究会やシンポジウムを開催し、個別地域の詳

細な資料の比較検討、国家レベルの政策や産業動向および、地域や国家を超えたグローバルな
観光ネットワークに関する資料と統合して分析した。これによってアフリカの「プロジェクト
型観光」の共通項や、地域の特性に応じた進展状況などを統合的に理解することが可能となっ
た。これらの機会には、アフリカ以外の地域における観光に詳しい研究者や現場の専門家も招
聘したり、日本の「プロジェクト型観光」の現状も視野におさめた資料の分析や議論を深めた
りすることによって、アフリカの特異性を理解することに努めた。 
 
４．研究成果  
 本研究の研究成果は、研究代表者と分担者による個々の学会報告や論文として発表されただ
けでなく、全体としてまとめて、観光学術学会におけるテーマセッション〈アフリカ地域研究
からみる少数民族観光：「プロジェクト型観光」に着目して〉の開催、北海道阿寒湖畔の観光
地域におけるワークショップ〈世界の先住民族と観光〉、タンザニアの Tanzania Wildlife 
Research Institute と共同企画した国際シンポジウム〈Tourism, Development and 
Conservation in Africa〉の開催というかたちで公開された。 
これらにおいて、本研究では「プロジェクト型観光」の実態を解明するとともに、「プロジ

ェクト型観光」が、少数民族や彼らの暮らす地域社会に与える影響について、プロジェクト自
体の評価や観光業としての達成度という枠組みをこえて、それぞれの対象地域の歴史や文化を
十分に把握したうえで、旧来の社会秩序や価値観が組み替えられていく過程を明らかにするこ
とに力が入れられた。 
その結果、「プロジェクト型観光」には、国際機関、ドナー、投資家、観光関連企業、イン

フラ関連企業、環境 NGO や開発 NGO、研究教育機関企業、地元有力者、地域住民などのきわめ
て多彩なアクターが関わっていること、そのなかには、「プロジェクト型観光」が始まる以前
には、辺境の少数民族が直接関わることなかったような強大な力をもつ多国籍企業や国際投資
家などのアクターも含まれていることが明らかになった。また、それまで観光対象とならなか
ったようなものも「財」や「資源」とみなされ、観光対象となっていることも判明した。たと
えば、タンザニアの国立公園周辺では、野生動物保護を目的に掲げた「プロジェクト型観光」
が進み、南アフリカ資本のホテル企業・ドイツに拠点をおく環境 NGO・タンザニア政府が一体
となって、村の土地の一部を野生動物観光地域に変更するように働きかけている。これに対し
て、観光資源化される土地をそれまで乾季の水場としていた牧畜民は反対する一方で、農耕民
は野生動物観光地域に制定されることでゾウ獣害対策の柵が設置されるため賛成するなど、少
数民族社会の「プロジェクト型観光」への対応の複雑さが浮き彫りにされた。 
また「プロジェクト型観光」によって、少数民族社会をめぐって社会的境界の維持・転換・

再創造がダイナミックに展開していることも明らかになった。「プロジェクト型観光」には、
弱者である「虐げられた女性」や「周辺化された少数民族」などが、より支援対象として選ば
れやすい特性がある。こうしたことを背景に、ケニアでは、観光の現場が「伝統的」な男性優
位のジェンダー規範が適用されず、女性の主体性が発揮される場となったり、ボツワナでも、
地域社会ではもっと周辺化された民族が、観光の場では経済的に優位な立場に立つなど、既存
のジェンダー役割や民族間関係の逆転現象が見られることが指摘された。またエチオピアでは、
一般には年長者が力を持っており、観光資源とされる地域社会の歴史や文化に詳しい高齢者の
存在は欠かせないものの、経済的利益の分配の主導権をガイドである若者層が握るようになる
など、世代間関係の逆転現象も報告された。 
一方で、「プロジェクト型観光」に関わる他の多くのアクターとの関係においては、少数民

族社会は「ホスト社会」として重要な役割を謳われるものの、政治的にも経済的にも圧倒的に
弱者である状況に変化はないばかりか、ときにその格差は強化されていたり、さらなる問題が
生じていることも明らかになった。ボツワナでは、少数民族の文化継承を謳う「プロジェクト
型観光」の実質的な意思決定者は、その地域で経済力を持つ植民者社会であり、そこに国際
NGO や投資家、多国籍企業などが関わることによって、不平等な構造はむしろ強化された。ま
たタンザニアからは、地域の経済状況の向上を目指す「プロジェクト型観光」が、実質的には
地域外に由来する個人や彼らと親しい一部の人々によって運営され、本来主体となるべき少数
民族の内部に、プロジェクトへの関与の差が経済的・社会的な階層をつくることにもつながる
ことが報告され、同様にガボンでも「プロジェクト型観光」が住民のあいだの社会的対立を生
み、協力体制の構築やオーナーシップの醸成がともなわなければ、プロジェクト型観光は期待
される効果をあげられないどころか、地域の社会関係を毀損することもあることが明らかにな



った。 
以上のように、本研究計画は「プロジェクト型観光」にフォーカスをあてることによって、

少数民族社会や彼らの暮らす地域における社会関係の再編の過程と、その外側に広がる多様な
アクターとあいだの関係性の双方の絡み合いを解明することに貢献した。一方で、研究計画期
間が新型コロナウィルス感染症のパンデミックと重なったことは、現地調査の進捗に多大な困
難をもたらした。ただし、このことは、「プロジェクト型観光」の脆弱性を明るみにするとと
もに、少数民族社会の観光とのかかわり方の特徴をあぶりだす結果ともなった。今後、パンデ
ミックを経たアフリカの地域社会において「プロジェクト型観光」がどのような展開を見せる
のか、新たな局面を迎えたアフリカ観光についてさらに研究を続けていく必要性も確認された。 
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オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

10.24729/00017702

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
女子割礼・女性器切除のローカル社会における意味づけと廃絶運動に対する反応 : ケニア・牧畜社会の事
例から

女性学研究 113－127

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
中村香子 29

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
タンザニアの狩猟採集民ハッザによる食料獲得戦略の多様化―民族観光と他民族の影響に着目して―

農耕の技術と文化 113-132

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

 ４．巻
八塚春名 30

 １．著者名

10.1177/19400829211026775

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Human-Elephant Conflict Around Moukalaba-Doudou National Park in Gabon: Socioeconomic Changes
and Effects of Conservation Projects on Local Tolerance

Tropical Conservation Science 1-16

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Saeko Terada, Christian Mikolo Yobo, Guy-Max Moussavou, Naoki Matsuura 14(1)

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
アフリカの生物多様性保全をめぐる歴史と現代的課題

アフリカ研究 29-33

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
松浦直毅・戸田美佳子・安岡宏和 100

 １．著者名



2021年

2021年

2021年

2021年

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
アフリカの生物多様性保全をめぐる歴史と現代的課題

アフリカ研究 29-33

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
松浦直毅・戸田美佳子・安岡宏和 100

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
文化景観としてのトチノキ巨木林

BIOSTORY 84-89

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
藤岡悠一郎・八塚春名 36

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
タンザニアの狩猟採集民ハッザによる食料獲得戦略の多様化―民族観光と他民族の影響に着目して―

農耕の技術と文化 113-132

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

 ４．巻
八塚春名 30

 １．著者名

10.1177/19400829211026775

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Human-Elephant Conflict Around Moukalaba-Doudou National Park in Gabon: Socioeconomic Changes
and Effects of Conservation Projects on Local Tolerance

Tropical Conservation Science 1-16

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Saeko Terada, Christian Mikolo Yobo, Guy-Max Moussavou, Naoki Matsuura 14

 １．著者名



2021年

2017年

2017年

2018年

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
From “Displaced Peoples” to “Indigenous Peoples”: Experiences of the !Xun and Khwe San in
South Africa.

African Study Monographs 137-154

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Junko Maruyama Suppl. 54

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
アフリカにおける「住民参加型観光」の再検討─地域社会の視点から─

アフリカ研究 19-25

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
丸山淳子・目黒紀夫 92

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
ボツワナ中西部における「ブッシュマン観光」の成立と展開：観光と地域の社会関係のダイナミズム

アフリカ研究 55-68

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
丸山淳子 92

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
ドミニカ共和国の野球練習場における人びとの関わり合い : 首都イポドロモの事例

広島国際研究 27-45

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
岩上明日香・目黒紀夫 27

 １．著者名



2017年

2017年

2017年

2017年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
アフリカにおける「住民参加型観光」の再検討―地域社会の視点から

アフリカ研究 19-25

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
丸山淳子・目黒紀夫 92

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Gaps between the Innovativeness of the Maasai Olympics and the Positionings of Maasai Warriors

Nilo-Ethiopian Studies 27-39

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
MEGURO, Toshio 22

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
アフリカが示す「国立公園観光化」の教訓―地域社会と円滑にかかわるために

電子マガジン「SYNODOS」 -

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
西崎伸子 -

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
エチオピア西南部における民族文化観光の展開―新規参入のアクターに着目して

アフリカ研究 43-54

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
西崎伸子 92

 １．著者名



2017年

2018年

2017年

2017年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
「伝統」を見せ物に「苦境」で稼ぐ―「マサイ」民族文化観光の新たな展開―

アフリカ研究 69-81

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
中村香子 92

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
政治化された「野生」－地域社会はグローバル化した野生動物といかにかかわれるか－

環境社会学研究 34-52

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
岩井雪乃 23

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
奪われる住民の観光便益―タンザニア・ワイルドライフ・マネジメントエリアの裏切り―

アフリカ研究 95-108

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
岩井雪乃 92

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
「万能薬」ではなく「サプリ」として―ケニア南部に暮らすマサイにとっての観光の意味

アフリカ研究 83-94

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
目黒紀夫 92

 １．著者名



2017年

2017年

2017年

〔学会発表〕　計97件（うち招待講演　38件／うち国際学会　11件）

2021年

 ２．発表標題

日本アフリカ学会第58回学術大会
 ３．学会等名

八塚春名
 １．発表者名

 ４．発表年

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

タンザニアにおける野生・半栽培植物の採集、販売、消費に関する予備的考察

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
科学研究プロジェクトと地域社会を架橋するエコツーリズム―ガボン、ムカラバ・ドゥドゥ国立公園にお
ける取り組み

アフリカ研究 109-121

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
松浦直毅・安藤智恵子・新谷雅徳・竹ノ下祐二 92

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
タンザニア、土地不足とダム建設をめぐる人びとの葛藤

電子マガジン「SYNODOS」 -

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
八塚春名 -

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
タンザニアにおける狩猟採集民ハッザの観光実践―民族間関係、個人の移動、収入の個人差に着目して

アフリカ研究 27-41

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
八塚春名 92

 １．著者名



2021年

2022年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

公益財団法人日本モンキーセンター「京大モンキーキャンパス」（招待講演）

The Conference on Hunting and Gathering Societies (CHAGS) 13（国際学会）

観光学術学会第11回大会　テーマセッション「日本における先住民族観光の可能性―阿寒湖アイヌの挑戦」

文化遺産国際協力コンソーシアム第19回アフリカ分科会（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

丸山淳子

Junko Maruyama

丸山淳子

丸山淳子

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

「ブッシュマン観光」から考える観光と文化

変わりゆく狩猟採集社会:ブッシュマンから学ぶこと

Nature conservation, Land rights and Livelihood among the San in Central Kalahari

アイヌ観光とハイブリディティ：阿寒湖地域における先住民族観光の試み



2023年

2022年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

文化遺産国際協力コンソーシアム第18回アフリカ分科会（招待講演）

Conference sur la coexistence homme elephant de foret (2eme edition)（国際学会）

日本アフリカ学会第59回学術大会

現代文化人類学会第24回シンポジウム（招待講演）
 ３．学会等名

 ３．学会等名

Naoki Matsuura

野本繭子・寺田佐恵子・松浦直毅

 ３．学会等名

 ３．学会等名

目黒紀夫

松浦直毅

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

野生生物保全における在来・地域知：マサイ社会の伝統と潜在力から考える

地域文化に根ざしたアフリカ熱帯林の生物多様性保全：ガボンにおける研究と実践

Une etude integree sur les conflits hommes-elephants autour du Parc National de Moukalaba-Doudou au sud du Gabon

ガボン共和国ムカラバ・ドゥドゥ国立公園周辺におけるマルミミゾウの作物被害による住民の暮らしの変化

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名



2022年

2022年

2021年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

観光学術学会第11回大会　テーマセッション「日本における先住民族観光の可能性―阿寒湖アイヌの挑戦」

第27回「野生生物と社会」学会大会（北海道江別大会）

国立アイヌ民族博物館イベント みんぱくビーズ研究最前線（招待講演）

西﨑伸子

西﨑伸子

中村香子

中村香子

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ３．学会等名

 ３．学会等名
観光学術学会第11回大会　テーマセッション「日本における先住民族観光の可能性―阿寒湖アイヌの挑戦」

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

森林由来の食文化の伝承とシカ害対策：多様な担い手に着目して

ガラスビーズとアフリカの人びと―ケニアの牧畜民サンブルの事例から

阿寒湖アイヌコタンの作り手とモノーハイブリディティから生み出されるオーセンティシティ

野生植物の「在来」知識の継承と観光 ―阿寒湖アイヌ文化ツアーを事例に



2022年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

東京ワセダロータリークラブ　第1185回例会（招待講演）

環境省「令和3年度タンザニアにおける気候変動適応事業」第2回勉強会（招待講演）

「野生生物と社会」学会第26回大会　テーマセッション「野生動物の観光利用をめぐる『軋轢』－保全・観光・獣害」

 ３．学会等名

 ３．学会等名

岩井雪乃

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

中村香子

岩井雪乃

 ３．学会等名

タンザニアのゾウ被害と観光利用ー住民は観光便益を保全ではなく開発に投資する

さまざまな思いをこめてつくる―ケニア牧畜民サンブルのビーズの装身具

害をもたらす野生動物との共生に取り組むボランティア ーアフリカのゾウから日本のイノシシまで

タンザニア回廊地帯における野生動物と人のコンフリクト・密猟問題

 １．発表者名
岩井雪乃

 ３．学会等名

国立民族学博物館主催シンポジウム「ビーズからのメッセージ―つなぐ・かざる・みせる―」（招待講演）



2022年

2021年

2022年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

日本アフリカ学会第59回学術大会

第27回大学教育研究フォーラム 　企画セッション「『体験の言語化』実践におけるオンラインの課題と可能性」
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